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人工知能
John McCarthy, Marvin L. Minsky, Nathaniel Rochester, and Claude E. Shannon 

August 31st 1955



人工（的な）知能
• Automatic Computers
• How can a computer be programmed to use a language
• Neuron Nets
• Theory of the size of calculations
• Self-Improvement
• Abstractions
• Randomness and Creativity + Perception（知覚）



コンピュータビジョン
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人工知能はターンキーではない



人工知能はだれのため？



「人を知る」人工知能
• 人を語らずして人工知能は語れず
• 人を知ることによりできる人工知能

• 意図を理解し、状態が推し量れ、個人に合わせ、状況を見据えた、人
と交わることを前提とし、人の情報消化に合わせたAI

• 人を知るための人工知能
• 人間の情報処理機構を解明するための科学的道具、意図の発現や選択
の実現を理解するため、合わせ鏡としてのAI

• 「人を知る」人工知能
• 我が専攻は国内では稀有：人をより良く知り、人を知ることにより実
現するAIを目指し切磋琢磨する学術的環境





言語メディア分野
黒橋・河原研究室

■言語理解の基礎的研究

■自動翻訳

■情報検索・抽出・分析

注意型ニューラル機械翻訳

新たな 翻訳 手法 を 提案 する

エンベディング

前向きLSTM

後ろ向きLSTM

we propose a novel translation method

アテンション

デコーダLSTM

softmax

入力

出力

<EOS>

<EOS>

■対話システム

HPC環境による
大規模言語解析

•科学技術振興機構での科学技術文書翻訳
•英字新聞作成での翻訳支援実験
•大学講義の同時翻訳システム

著者 読者
(author) (reader)

パックは 洗って、 分別して リサイクルに 出さなきゃいけないので 手間が かかる。
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最近はパックを使わずに袋売りにする店も増えてきたが、それをポピュラーにしてほしい。
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医薬基盤研・伊藤先生

医療テキストの言語解析・情報抽出知識インフラの構築

Flexible Match with User’s Query

FAQs on Local Gov Sites Dialogue Flowchart

Synonym：住所= 所在地,  
ゴミを出す = ゴミを捨てる

Named Entity：防災無線がよく聞
こえません → 防災テレホン
サービスについて知りたい

Intension：運動不足を解消したい
プールを探しています

Chatbot System

自然言語処理
知識処理

深層学習による省略・照応解析の高度化

尼崎市・丹波市での行政対話システム実験（with LINE）



画像メディア分野

物を視る

人を視る

より良く見る



音声メディア分野

音響信号処理パターン認識

統計的機械学習

音声認識 音楽情報処理

ロボットとの音声対話

音環境理解





ロボット制御（BMI） 視覚像再構成 夢の解読

脳情報デコーディング：「脳活動＝心のコード」とみなし機械
学習によるパターン認識で脳活動に表現される情報を解読

心的イメージの脳情報表現の解明、ブレイン−マシン・
インターフェース、脳を介した芸術表現

脳情報学分野



心理情報学分野

人間の「心」を心理学、脳科学の方法論に、情報学の
方法論を融合することによって解明し応用する。

①人間の心理状態・

特性を情報学の手法
で理解・推定

②心理学の問題を情
報技術で理解・解決

③情報学の問題を心

理学の知識や技術で
理解・解決

心を知り，心に働きかける情報学

・多変量の行動データから人
間の心理状態や心理特性を推
定

・ビッグデータから人間の知
識構造を可視化

・ユーザの注意の適切な誘導
・高齢者の孤独の問題

・心理的概念の定量化，ユニ
バーサル化

・深層ニューラルネットワー
クの内部表現の心理学手法に
よる理解

・人と協調する人工知能の原
理の提案





教 授 西田 豊明 nishida@i.kyoto-u.ac.jp
准教授 中澤 篤志 nakazawa.atsushi@i.kyoto-u.ac.jp
助 教 大本 義正 ohmoto@i.kyoto-u.ac.jp

研究内容

知能情報学

会話情報学分野

1. インタラクションの理解
インタラクションの音響・映像・脳生体計測を行い,分析を通してその性

質を解明するとともに,インタラクションのモデルを構築する．

2. インタラクションのための人認識技術
角膜表面反射による人の視覚推定技術や画像による人の生理解析,

アイコンタクト等のコミュニケーション解析を開発する.

3. インタラクティブシステム
インタラクションを通して知識共有を行うとともにコミュニケーションプ

ロトコルを学習的に構築する能力を持つエージェントを研究開発する.

4. 認知的デザイン
人間の認知特性が現れる具体的な現象を手がかりに,人工物の表現

や機能,制御,さらには,インタラクションそのものを設計することを目指す.

コミュニケーション知

人工知能 人間

人から学び,人を助けるAI



知能計算分野 (代表: 山本章博)
当分野では，「離散構造データからの機械学習理論」を基盤にして，人間の高次推論機構の性質を解明し，その
上で与えられたデータから適切な情報を取出すための計算機構やソフトウェアを構築することを目標に研究を
行っている．この研究はデータ集合からの知識発見などへの応用，数理論理学や計算数学との関係の解明へと展
開している．

・ 解釈可能な機械学習
• 数学・数理論理は「解釈可能な正しい説
明」を求める学問

• 機械学習は「正しくかつ人間が解釈が可能
な結果」が望ましい

・離散的構造に着目した機械学習・知識発見
• 離散的な構造は人間が解釈しやすい
• 機械学習のための論理・文字列・木・グラフ
といった離散構造に対するアルゴリズムの開
発，離散と連続を組合せた機械学習の手法の
開発

木構造間距離の高速計算木構造データの主成分 データマイニングを利用した
ソフトウェアの構造解析

述語論理とBDDを利用した
機械学習

akihiro@i.kyoto-u.ac.jp



京都大学 情報学研究科 知能情報学専攻
集合知システム分野

教授 鹿島 久嗣 准教授 山田 誠

機械学習を柱に 三つの方向から人工知能研究に取り組んでいます：
① データ解析手法の開発
② 人工知能技術の先進応用
③ 人とAIの協調問題解決

データ解析技術を実世界インパクトに

新たなデータ解析の課題を発見し
数理モデル化を行うとともに高性能
なアルゴリズムの開発を行います

例：グラフ構造データ解析

①データ解析手法の開発 ②人工知能技術の先進応用 ③人とAIの協調問題解決
データ解析技術の先進的応用を
見つけ取り組み、データ解析技術
を実社会に結び付けます
応用分野：ヘルスケア, 教育, 交
通, 材料科学, 創薬, 人材マネジメ
ント, 金融, ...

人工知能だけでは解決困難な課題
をクラウドソーシングなどを利用した人
の知能と機械の知能の融合によって
解決します

エキスパートの
発見 意見の集約
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